
ワンヘルスセンターネットワークシステム（仮称）基盤整備 

調査・設計業務委託仕様書（案） 

 

1 業務名 

ワンヘルスセンターネットワークシステム（仮称）基盤整備調査・設計業務 

 

2 事業の背景と目的 

福岡県保健環境研究所では、県民の健康と快適な環境を守るため、同研究所の独自ネット

ワークである「保健環境研究所ネットワークシステム」（以下、「現行システム」という。）を

活用して、科学的・技術的観点から、調査・研究、試験・検査、教育・研修、情報発信など

の業務を実施しているが、現行システムは、リース開始から約７年が経過しており、サーバ

ーの老朽化等が課題となっている。 

また、令和 9 年度中に供用開始予定の「ワンヘルスセンター」では、大学など他の研究機

関との共同研究や技術連携に取り組むこととしており、高速大容量かつ双方向で情報処理で

きる「ワンヘルスセンターネットワークシステム（仮称）」（以下、「新システム」という。）

が必要である。 

本業務は、新システムの整備に向けた調査、検討及び仕様書案の作成等の業務を行うもの

である。 

 

3 委託期間 

契約締結日～令和７年１０月３１日 

 

4 委託内容 

（１）先進的な研究を行う機関のシステム調査 

国内の大学・研究機関等において導入・運用されている、研究や情報共有のためのシス

テムについて調査を行い、システムに関する技術的な内容（機能、構成、運用体制等）を

取りまとめること。 

なお、調査先や調査方法等については、委託者と受託者の協議により決定する。 

（２）新システムの仕様書案等の作成 

上記（１）の調査結果を踏まえ、委託者と協議のうえ、機能要件や構成、運用体制等を

盛り込んだ新システムの仕様書案を作成すること。 

また、仕様に関する検討や協議等を円滑に進めるため、仕様書案の作成前に、新システ

ムの原案を作成し提出すること。 

（３）庁内検討会への出席及び説明 

   新システムの仕様を決定するため、ワンヘルスセンターに関連する所属を構成員とする

「ワンヘルスセンターネットワークシステム（仮称）基盤整備庁内検討会」を設置する。

受託者は、上記（１）及び（２）について資料を作成のうえ、委託者の指定する会議に出

席し、当該資料の内容について説明すること。 

 



（４）見積書の作成 

上記(2)で作成した仕様書案に基づき見積り及び移転に伴う作業費等の見積りを作成す

ること。また、委託者から求められた場合には、その時点での概算見積りを作成し提出す

ること。 

 

5 受託者の負担する経費 

本業務実施にあたって必要な費用は受託者が負担すること。 

 

6 成果物 

以下の成果物を提出すること。 

・先進的な研究を行う機関のシステム調査報告書 

・新システムの仕様書案（PDF 及び Word 等改変可能なファイル） 

・新システム整備に係る見積書 

・庁舎移転に伴う作業等見積書 

・業務完了報告書 

 

7 留意事項 

（１）工程表の作成 

契約後、速やかに業務終了までの工程表を作成し、提出すること。 

（２）定期打合せの実施 

定期的に電子メール等で進捗報告を行い、必要に応じて打合せを実施すること。また、

課題等協議が必要な事項が生じた場合は、適宜連絡するとともに、打合せにおいて状況を

整理して報告すること。なお、打合せはオンラインでの実施も可とする。 

（３）資料作成の支援 

   システムの導入にあたり、委託者が実施する庁内関係部局への説明等について、専門的

な見地から、資料作成等の支援を行うこと。 

（４）規程の順守について 

本県で使用するシステムは、「福岡県情報セキュリティ対策基準」等の各種規程に基づき、

整備・運用されている。受託者は各種規程や他システムの運用状況等を考慮した上で、仕

様書案を作成すること。 

（５）現行システムからの移行について 

   仕様書案の作成にあたっては、現行システムや他のシステムの仕様等を十分把握したう

えで、円滑に移行できるよう検討を行うこと。 

（６）新システムの導入見込み時期及び移転について 

新システムは、保健環境研究所内（太宰府市大字向佐野 39）で令和 8 年 10 月の運用開

始を目指し、令和 9 年度のワンヘルスセンター開所時（時期未定）にみやま市へ移転予定

である。 

（７）資料の提供 

   各種規程及び他システムの運用など本業務の遂行に必要な資料については、委託者から



受託者へ提供する。なお、提供された資料については、本業務の範囲内でのみ使用するこ

ととし、業務終了後速やかに破棄すること。 

（８）その他 

その他、取り決めのない事項や疑義が生じた場合には、速やかに委託者と受託者間で協

議を行い、業務の円滑な遂行に努めること。 

また、業務遂行にあたっては、委託者であるワンヘルス総合推進課のほか、実際にシス

テムを導入する福岡県保健環境研究所の意見も考慮すること。 


